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代数多様体の双有理幾何を極小モデルプログラムの手法で研究している。極小モデルプ

ログラムは各双有理同値類を代表する多様体を標準因子の比較によって抽出する。

初めに 3次元双有理幾何の明示的理解の要請に応えて 3次元因子収縮写像の系統的研究

を行った。3次元では収縮先が点のときが本質的で，これらの写像を食違い係数が小さい

場合を除き完全に分類し，残る場合も分類方法を確立した。研究過程ではReidの general

elephant予想も証明した。

高次元の最重要な課題であるフリップの終止予想は，極小対数的食違い係数という特異

点の不変量の性質に還元される。現在その立場から極小モデルプログラムの過程で現れる

特異点を極小対数的食違い係数を手掛かりに研究している。

多様体と因子の組から因子上に新たな組が導入されるときの両組の特異点の比較が逆同

伴問題である。この問題について，両組の対数的標準性の同値性を証明した。続いて精密

な逆同伴を目指して Ein，Mustaţă，安田のモチーフ積分論の手法を一般化した。

特異点の有界性問題として，超平面切断が与える Artin 環を解析して 3 次元における

極小対数的食違い係数の有界性と Gorenstein 端末特異点の特徴付けを回復した。また，

真の 3次元標準特異点の Gorenstein指数は 6以下であるという Shokurovの予想を証明

した。

Kollárと de Fernex，Ein，Mustaţăが導入したイデアルの生成極限を応用して，多様

体とイデアルの指数が指定された時の対数的標準な組の対数的食違い係数全体の集合の離

散性を証明した。さらに非特異 3次元多様体上の極小対数的食違い係数の昇鎖律を完全に

証明した。極小対数的食違い係数を計算する因子の研究が重要であり，非特異曲面上では

常に重み付き爆発で得られる因子によって計算されることを示した。

なお，これまでの研究を踏まえて，本を執筆した。
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